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【目  的】 

 イデア・インターナショナル社 1)が製造販売しているリチウム内包フラーレン

（Li+@C60）は,2010年にその構造が明らかになって以来2),様々な基礎および応用研究が

行われている3).従来Li+@C60の品質評価には元素分析やICP分析など,破壊的手法を用いて

いる.また,製品の製造過程で生じる不溶性物質についての知見は極めて少ない.そこで,

本研究ではLi+@C60の非破壊的な分析手法と不溶性固体サンプルの詳細な解析について検

討した. 

【成  果】 

 Li+@C60と関連化合物の分析は,本学の分子・物質合成プラットフォームが運用してい

る超高感度固体NMRプローブを備えた高磁場核磁気共鳴装置を用いて行った（図１）.そ

の結果,非破壊的かつ全量回収が可能で,化合物に含まれる全ての原子種の分析が迅速に

行えた（図２）.さらに、不溶性固体物質の構造についても詳細な知見が得られた（図

３）. 

図3. Li+@C60を含む不溶性固体クラスターの推定構造.  

図1. 800 MHz核磁気共鳴装置（上）と80 kHzの超高速

magic angle spinning (MAS)を実現する1 mm MASシ
ステム（下）. 
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図2. [Li@C60]+•[PF6]-の固体NMRスペクトル. 
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